
























・注釈には、 〈釈文〉 〈通釈〉 〈語釈〉 〈補説〉の各項を立てた。 〈釈







































枝と関連のない所で。 「～よりほか」の表現は、 ひぐらしの鳴く山里の夕暮は風よりほかに訪ふ人もなし」 （古今集・秋上
２０5よみ
人しらず）のように、 「～以外に（…するものがない） 」の文脈で用いられる例が多いが、あるも と本来 直接に関連が いことや、基準や範囲が及ばない意で用いた例も、 「身をすててゆきやしにけむ思ふより外なる物は心なりけり」 （古今集・雑下
9７７躬恒）
のように、数は少ないも 早くから見られる。 「神無月もみぢの山に尋ねきて秋よ の秋を見るかな」 （清輔集
２２4） 、 「あはれと








































卯花と月とが画面中で白い光として交錯・混在する作を生んだが、やがて、白さによって特徴づけられる二つの景物を、交換可能な対象とし 故意に錯視し みせる、 「照る月に色はとられて卯花の下枝をのみぞ垣根とは見 」 （頼政集
116）のような構想の歌が現


















詠作時期もきわめて近接していると考え 、影響関係が想定される。歌合では判者俊成は俊恵歌について、 「木々 梢にさきそむる枝」の詞続き 指示する内容に不明確さが残る点を指摘しつつも、 「枝よりほか などいへる姿、いとをかしければ」として勝を与え、 さらに『千載集』に撰び入れた（冬
466） 。俊成が「枝より外」












































歌枕。 現在の京都市右京区嵯峨。 時的でかりそめである意の 「徒」を掛ける 「あだし野」 と 「女郎花」 を取り合わせる例としては、 『源氏物語』の「あだし野の風に靡くな われしめ結はん道遠くとも」 （
７69手習・中将）が早く、平安後期以降、 「あだし野の心も
知らぬ秋風にあはれ片寄る女郎花かな」 （堀河百首












この措辞と詠みぶりは、 「女郎花」と「あだし野」を組み合わせた平安後期の他の作に 認めら ず、当該歌は『源氏物語』手習の中将歌を典拠として詠まれた可能性がきわめて高い。 『源氏物語』
７69番歌は、横川僧都の妹尼に引き取られて小野で暮らす浮舟を、


























































とが少なく、平安後期以降に再発見されたらしく、 「思ひやれ雁なき渡る秋の夜の旅の寝覚の心細さを」 （大治元年摂政左大臣家歌合３師俊） 、 「見渡せば稲葉そよめく夕暮のほのめく月に雁鳴き渡る」 （林下集
1０７）等の作が残る。ただし、当該歌のこの措辞は、






この発想に基づき、当時流行の表現であった「何となく」を取り合わせて仕立てた作と見える。しかし、説明的で平板な歌に陥る危険を冒し までも 敢えて 「雁鳴き渡る」 の措辞に詠作主 「涙」を組み合わせたことから見て 該歌は享受者に古今集
２２1番歌を
想起させることを意図し いた 推測される。すなわち 当該
16











る雁声に涙やたぐふ ん がむる袖 露 おちそふ」 （五社百首
11３）等、俊成だけに集中して用例が見出せる。為忠家初度百首
３49
歌を、同じ折の忠成歌「草枕かり ねの音 夢さめて露けさまさる旅衣もかな」 （
３4８）と較べると、素材や用語、描かれる心情は
類似しているものの、俊成歌には「雁の涙 自分 涙になる」という構想を詠み入れようとする姿勢が明確 見て取れる。それは、「雁の声を聞いて涙する」事態の表現方法として、和歌の伝統が保持してきた二つの回路─「雁が人に憂愁 情を起こさせ 」という詠み方と、 「なき渡 雁が地上 を落とす」と う詠み方─を、認識分別した上で、その双方を生かしながら一首を仕立てようとする姿勢であり、きわめて意識的に選択された方法であったと言えよう。以上の点 併せて、当該
16番歌が、俊成が千載集に







































植物が枯れ衰える様に寄せて詠むのに用いることが多い。当該歌では、 虫の声がかれる（絶え絶えに聞こえる） 」意で用 るが、 「かれがれ」の語を用いた詠歌史の伝統に従って、 「浅茅」と「枯れ」は緩やかに響き合い、か細いチガヤの葉先が霜枯れていく風景が喚起される。虫の音 次第に弱ま 現象を動詞「かる」を用いて詠む作は平安期に 少なく、わずか 「風寒み幾夜もへぬに虫の音の霜より先にかれ けるかな」 （玉葉集・秋下
８０9具平親王）が














居易）がある。この摘句を題とする 「おく霜に草 かれゆく時よりぞ虫の鳴く音も高く聞こゆ 」 （千里集
３9）では、枯れ行く叢









































加住舞無」 （万葉集 ・ 巻二
1８７人麻呂）等、 数例が見えるのみ。 「ま

























歌ではそれを秋 仕業と見立てる。 「紅葉を敷きて」の形では他に用例がないが、早くから「錦」に見立てられることの多かった「紅葉」は、例えば「紅葉ばのふりしく秋の山辺こそたちてくやしき錦なりけれ」 （後撰集・秋下
41２読人不知）のように、 「錦」の






















がりからは「冬」と解され が、三室山が本来的には「神 宿る山」であったことを勘案して、 「神」を主語と見るならば、初二句の意を「神が三室山に還御し坐する冬のために」と捉え ことができよう。そのような解釈に立つと、四句「紅葉 敷きて」 表現も 「筵道」 に見立てたものでは いかと推測されて る。 「筵道」は、内裏の儀式において、神祇の遷座や天皇の渡御 貴人の通行などに際して進行の道筋を示すのに用いたもの 菅・蒲・藺を編んだ筵の上に白布を敷き、さらに両面錦（りょうめんきん）や薔薇錦（しょうびきん） 置くことがあった。千載集に入 「庭の面に散りて積もれる紅葉ばは九重 しく錦 りけり」 （秋下
３69























































も事柄が実現していることを示す。 「時雨」と取り合わせて、冬に入ると間もなく降る時雨を詠んだ例は、 「さもこそは冬の初めのさがならめいつしかも 初時雨 な」 （為忠家初度
449初冬時雨 ・



















その年、初めて降る時雨。 「 」 晩秋から初冬にかけて降る驟雨だが、次第に冬の歌材として固定していく。 「 時雨降 ほどもなく佐保山 梢あまねくうつろひにけり」 （後撰集・冬
444読






注ぐ表現としても用いられた。 「涙灑蒼梧一片雲（なみだは そくさうごのいっぺんのくも） 」 （新撰朗詠集
641将軍・在列）のよう

































Some Annotations on Pieces of an Unidentified Waka: 
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キーワード ： 和歌、注釈、構想
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